
京
都
大
学
医
学
部
の
皮
膚
病
学
徽
毒
学
講
座
の
初
代
教
授
松

浦
有
志
太
郎
（
屍
囲
ｌ
畠
曽
）
が
命
名
し
た
疾
患
に
〃
正
円
形
枇
糠

疹
国
ｑ
１
国
里
の
ｇ
Ｂ
ｐ
目
〃
が
あ
る
。
た
ま
た
ま
こ
れ
と
同
じ
疾
患

を
東
京
大
学
の
土
肥
慶
蔵
（
扁
霊
Ｉ
ご
餡
）
の
門
下
遠
山
郁
三
も
記

載
し
た
が
そ
の
命
名
は
〃
連
圏
状
枇
糠
疹
国
ご
国
四
ｍ
耐
ｇ
【
‐

Ｑ
ご
胃
？
と
さ
れ
た
。
こ
の
二
種
の
病
名
は
統
一
さ
れ
ず
、
両
者
併

記
さ
れ
る
形
を
と
っ
た
。

松
浦
は
米
糠
タ
ー
ル
剤
〃
ピ
チ
ロ
ー
ル
〃
を
創
生
し
た
が
、
タ

ー
ル
剤
に
つ
い
て
は
か
ね
て
土
肥
が
〃
土
肥
方
参
硫
膏
（
テ
ー
ル
パ

ス
タ
）
〃
を
臨
床
応
用
し
て
い
た
。

現
在
の
日
本
皮
層
科
学
会
の
機
関
誌
『
日
本
皮
膚
科
学
会
雑
誌
」

の
創
刊
は
、
明
治
三
四
二
九
○
一
）
年
、
土
肥
に
よ
る
（
当
初
は

『
皮
膚
科
及
泌
尿
器
科
雑
誌
」
）
。
他
方
、
松
浦
の
後
任
の
松
本
信
一
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初
期
の
皮
膚
科
学
に
お
け
る
東
大
と

京
大

長
門
谷
洋
治

は
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
、
京
大
皮
層
科
よ
り
『
皮
層
科
紀
要
」

を
発
刊
し
今
日
に
お
よ
ぶ
。
ま
た
当
時
、
梅
毒
を
中
心
と
す
る
性

病
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
土
肥
は
日
本
性
病
予
防
協
会
の

機
関
誌
と
し
て
「
禮
性
』
を
大
正
一
○
（
一
九
一
二
）
年
創
刊
。
松

本
は
日
本
徽
毒
学
会
を
創
り
、
そ
の
機
関
誌
「
ル
エ
ス
』
を
昭
和

二
二
九
二
七
）
年
に
創
刊
。

俗
に
東
大
対
京
大
と
い
う
対
比
な
い
し
対
立
が
云
々
さ
れ
る
。

そ
れ
が
学
問
上
の
競
争
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
概
に
非
難

す
べ
き
も
の
で
も
な
い
と
も
い
え
る
。
上
記
し
た
二
・
三
の
点
は

初
期
の
皮
層
科
の
み
に
つ
い
て
み
た
東
大
と
京
大
の
対
比
で
あ

り
、
各
々
の
発
生
は
そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
相

手
を
意
識
し
て
無
理
を
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
第

三
者
に
は
こ
れ
が
あ
た
か
も
東
大
対
京
大
の
対
立
と
い
う
よ
う
に

み
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

京
大
は
周
知
の
よ
う
に
東
大
に
次
ぐ
帝
国
大
学
と
し
て
創
立
さ

れ
た
も
の
で
、
当
然
東
大
に
比
肩
す
べ
き
実
力
が
期
待
さ
れ
た
。

こ
こ
で
松
浦
を
中
心
に
い
さ
さ
か
み
て
み
た
い
。
松
浦
有
志
太
郎

は
熊
本
県
の
出
身
。
明
治
二
五
年
に
、
土
肥
よ
り
二
年
あ
と
に
東

大
を
卒
業
、
同
大
学
助
手
を
経
て
同
二
八
年
、
県
立
熊
本
病
院
外
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科
の
初
代
部
長
、
同
三
二
年
、
文
部
省
よ
り
皮
層
病
学
徽
毒
学
研

究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
命
じ
ら
れ
る
。
土
肥
が
学
ん
だ
ナ
イ
セ

ル
に
も
就
き
同
三
五
年
帰
国
と
同
時
に
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学

教
授
、
皮
層
病
学
徽
毒
学
講
座
担
当
を
命
じ
ら
れ
た
。

そ
の
後
に
で
き
た
九
大
に
は
土
肥
の
門
下
か
ら
教
授
が
出
て
い

る
が
、
京
大
の
場
合
、
土
肥
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
土
肥
は
同
三

四
年
、
第
一
回
日
本
皮
層
科
学
会
総
会
を
開
く
が
、
同
三
七
年
、

第
四
回
を
初
め
て
地
方
で
あ
る
京
都
で
開
く
。
し
か
し
会
長
は
土

肥
で
あ
っ
た
。
松
浦
は
特
別
講
演
と
し
て
「
ピ
ェ
ド
ラ
、
白
癬
及

黄
癬
」
を
行
っ
て
い
る
。
同
四
三
年
、
第
一
○
回
総
会
を
大
阪
で

行
う
が
（
こ
の
と
き
も
会
長
は
土
肥
）
松
浦
は
特
別
講
演
と
し
て
「
寄

生
性
皮
層
病
の
病
理
及
療
法
」
を
行
う
。
同
四
五
年
、
第
一
二
回

を
京
都
（
会
長
は
土
肥
）
で
開
き
、
松
浦
は
「
梅
毒
の
治
療
並
再
発
」

を
述
べ
て
い
る
。

大
正
八
年
、
松
浦
は
病
気
な
ど
を
理
由
に
教
授
在
任
一
七
年
で

そ
の
職
を
辞
し
、
あ
と
を
京
大
出
身
の
門
下
、
松
本
に
ゆ
だ
ね
る

こ
と
に
な
り
、
松
本
は
よ
く
師
の
あ
と
を
継
承
し
た
。
大
正
二

年
、
第
二
二
回
総
会
（
土
肥
会
長
）
が
京
都
で
開
催
さ
れ
、
松
本
は

「
内
分
泌
と
皮
膚
疾
患
」
を
担
当
。
昭
和
一
三
年
、
第
三
八
回
総

会
は
松
本
信
一
会
長
で
、
自
ら
「
サ
ル
ワ
ル
サ
ン
の
副
作
用
」
に

つ
い
て
報
告
。
こ
の
よ
う
に
日
本
皮
膚
科
学
会
の
会
長
は
一
応
選

任
の
形
を
と
っ
て
い
た
も
の
の
土
肥
の
教
授
在
任
中
は
、
彼
が
独

占
す
る
形
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
に
は
同
会
を
背
負
っ
て
立
つ
と
い

う
自
負
も
あ
っ
た
。
他
方
、
松
浦
は
無
欲
惜
淡
で
、
権
力
を
望
ま

な
か
っ
た
。
た
だ
性
病
の
流
行
に
は
心
を
痛
め
、
そ
の
原
因
の
一

に
飲
酒
が
あ
る
と
し
、
大
正
二
年
、
京
都
禁
酒
会
長
に
就
き
、

後
半
生
を
禁
酒
運
動
に
捧
げ
た
。
土
肥
も
松
浦
を
丁
重
に
扱
い
、

上
記
の
ご
と
く
京
都
で
学
会
の
さ
い
は
彼
に
講
演
を
依
頼
し
た
。

な
お
、
第
四
回
総
会
で
は
京
都
府
立
医
大
前
身
校
の
皮
膚
科
担
任

だ
っ
た
江
馬
章
太
郎
に
も
「
梅
毒
の
療
法
」
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

彼
も
土
肥
門
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
土
肥
と
松
浦
と
い
う
個
人
的
関
係
で
み
る
か
ぎ

り
、
対
立
意
識
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
良
い
が
、
た
だ
現
実
面
で

は
対
立
と
と
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
む
ろ

ん
、
現
在
で
は
東
大
と
京
大
の
隔
壁
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
と
、
第
三
者
の
筆
者
は
思
っ
て
い
る
。
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